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大分県漁協青年部の新役員

３
５
０
㎏
余
り
の
ち
り
め
ん
を
提

供
し
た
こ
と

、
昨
年
１
１
月
に
東

京
都
で
開
催
さ
れ
た

「
実
り
の

フ

ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

」
に
参
加
し
て

県
外
の
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た

。
本
年
度
の
事
業

計
画
で
は

、
学
校
給
食
の
場
で
魚

食
普
及
を
継
続
す
る
こ
と

、
全
漁

連
が
推
進
す
る

「
プ
ラ
イ
ド

フ

ィ

ッ
シ

ュ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

」
に

呼
応
し
て

「
豊
後
別
府
湾
ち
り
め

ん

」
を
全
国
発
信
し
消
費
の
拡
大

を
図
る
こ
と
等
が
提
案
さ
れ
た

。

予
算
額
は
１
２
９
万
円
余
り

。

女
性
部

青
年
部

令
和
２
年
度

　

通
常
総
会
開
催

　
県
漁
協
の
青
年
部

（
戸
田
耕
三

部
長

）
は
７
月
３
日

、
女
性
部

（
浪
井
洋
子
部
長

）
は
７
月
１
０

日

、
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら

、
書
面
に
よ
り
通
常
総
会
を

開
催
し
た

。

　
議
案
は
元
年
度
の
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算

、
２
年
度
の
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
並
び
に
会
費
の

額

、
徴
収
方
法
及
び
時
期
で
あ

り

、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た

。

　
青
年
部
で
は
役
員
改
選
が
行
わ

れ

、
部
長
に
清
家
賢
史
氏

（
鶴
見

支
部

）
、
副
部
長
に
山
田
和
幸
氏

（
宇
佐
支
部

）
が
選
任
さ
れ
た

。

豊
後
別
府
湾
ち
り
め
ん
協
議
会

令

和

２

年

度

総

会

を

開

催

合 計

大 分 県

７７６　

１２８　

１００　

７８　

４６　

３４　

２７　

１,１８９　

福 岡 県

鹿児島県

長 崎 県

宮 崎 県

別府湾沿岸に漂着した流木等（撮影7月10日）　

　
九
州
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
豪
雨
の
発
生
か
ら
１

ヵ

月
が
経
過
し

、
九
州
７
県
の
農
林

水
産
業
関
係
被
害
額
は
１
千
億
円

を
超
え
た

。
中
で
も
熊
本
県
の
被

害
額
は
７
割
を
占
め
る
７
７
６
億

円
に
達
し
て
い
る

。

　
大
分
県
は
４
日

、
定
例
会
見
で

県
内
の
農
林
水
産
関
係
被
害
額
は

１
２
７
億
円
余
り

、
う
ち
漁
業
関

係
は
３
億
４
４
０
０
万
円
に
上
る

と
発
表
し
た

。

　
護
岸
の
ブ
ロ

ッ
ク
等
の
中
に
入

り
込
ん
だ
流
木
等
は
再
度
流
れ
出

て
漂
流
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら

、
船
舶
の
航
行
に
は
細
心
の
注

意
が
必
要
で
あ
る

。

農業

林業

漁業

１００.67　

２３.52　

３.44　

(億円)

農林水産業の被害金額

農
林
中
央
金
庫
代
表
理

事
理
事
長
奥
和
登
様
か

ら

、
七
月
三
日
か
ら
の

大
雨
に
よ
る
被
害
へ
の

見
舞
金
を
頂
き
ま
し

た

。
謹
ん
で
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す

。

御　礼

津 久 見

役　職 氏　　名 所属支部

部　　長 鶴　　見

ＪＦ大分

発行元

大分県漁協

改正漁業法１２月１日施行

２
　
漁
業
権

①
海
区
漁
場
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ

ス
の
透
明
化

②
区
画
漁
業
権
の
免
許
に
際
し

、

漁
協
優
先
の
優
先
順
位
を
廃
止

③
団
体
漁
業
権
を
有
す
る
漁
協
は

「
漁
業
生
産
力
の
発
展
に
関
す
る

計
画

」
を
作
成
し
知
事
報
告

④
漁
業
権
者
は

、

「
漁
業
権
の
内

容
た
る
漁
業
に
お
け
る
資
源
管
理

の
状
況
等

」
を
知
事
に
報
告

⑤
行
使
規
則
に
行
使
料
を
記
載

⑥
漁
協
等
が
沿
岸
漁
場
の
保
全
活

動
を
実
施
す
る
仕
組
み
を
整
備

３
　
漁
業
許
可
制
度

①
船
舶
規
制
の
見
直
し

　
漁
業
法
改
正
概
要

　
　
主
な
改
正
点

１
　
資
源
管
理

①
海
洋
生
物
資
源
の
保

存
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
法

）
を

漁
業
法
に
統
合

②
資
源
管
理
は

、
資
源

評
価
に
基
づ
き
Ｔ
Ａ
Ｃ

（
漁
獲
可
能
量

）
に
よ

る
管
理
が
基
本

③
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
は
Ｉ
Ｑ

（
個
別
の
漁
獲
割
当

て

）
が
基
本

②
罰
則
強
化

③
知
事
許
可
漁
業
の
許
可
に
大
臣

許
可
漁
業
の
許
可
に
関
す
る
法
規

定
を
準
用

④
特
定
水
産
動
植
物
の
採
捕
を
禁

止
し

、
違
反
に
は
漁
業
法
の
最
高

刑
罰
を
適
用

４
　
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

①
漁
業
者
委
員
の
公
選
制
を
廃
止

　
知
事
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
す
る
仕
組
み
に
見
直
し

②
委
員
任
期
は
現
行
と
同
じ
く
４

年　

〈
主
な
改
正
点
の
詳
細
は
次
号

か
ら
掲
載

〉

　
改
正
漁
業
法

（
漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

）

の
施
行
に
必
要
な
手
続
き
や
運
用
の
詳
細
を
定
め
た
政
省
令
が

公
布
さ
れ

、
施
行
日
を
定
め
る
政
令
も
公
布
さ
れ

、
改
正
漁
業

法
が
１
２
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま

っ
た

。

水
産
政
策
の
改
革
が
本
格
的
に
始
動
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か

ら

、
大
分
県
は
各
海
区
ご
と
に
説
明
会
を
開
催
し

、
漁
業
法
改

正
概
要
を
示
し
た

。

【
水
産
政
策
の
改
革

】

　
水
産
資
源
の
適
切
な
管
理
と
水
産
業
の

成
長
産
業
化
を
両
立
さ
せ

、
漁
業
者
の
所

得
向
上
と
年
齢
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
漁

業
就
業
構
造
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指

し

、
次
の
よ
う
な
改
革
を
行
う
こ
と
と

し

、
必
要
な
法
整
備
等
を
速
や
か
に
行

う

。

　
１
　
新
た
な
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
の

 
 
 

構
築

　
２
　
流
通
構
造
の
改
革

　
３
　
漁
業
許
可
制
度
の
見
直
し

　
４
　
海
面
利
用
制
度
の
見
直
し

　
５
　
漁
協
制
度
の
見
直
し

　
６
 

漁
村
の
活
性
化
な
ど
多
面
的
機
能

 
 
 

の
発
揮

　　　　　　左から三ヶ尻委員、山尾委員(代)、山田副部長、
　　　　　　清家部長、戸高委員、宮崎監事

佐 賀 県

熊 本 県

漁
業
関
係
被
害
額
３
億
４
４
０
０
万
円

七
月
九
州
豪
雨

清 家 賢 史

山 田 和 幸

山 尾 幹 宣

委　　員 米 水 津

監　　事 くにさき

戸高浩一郎

末 廣 功

委　　員 別　　府

委　　員 佐 賀 関

三ヶ尻正二

阿 部 寛 良

委　　員 中　　津

委　　員 姫　　島

南 豊 廣

中 城 秀 昭

副 部 長 宇　　佐

委員(代)

宮 崎 大 輔

　
７
月
２
８
日

、
漁
協
別
府
支
店

に
お
い
て
豊
後
別
府
湾
ち
り
め
ん

協
議
会

（
中
根
隆
文
会
長

）
の
総

会
が
開
催
さ
れ

、
元
年
度
の
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算

、
２
年
度
の

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
承
認

さ
れ
た

。

　
事
業
実
績
で
は

、
消
費
宣
伝
活

動
と
し
て
別
府
市

、
日
出
町
及
び

杵
築
市
の
学
校
給
食
に
合
わ
せ
て

令和２年度 県農林水産祭

別府公園で合同開催へ

１０月１０日（土）、１１日（日）の２日間

　令和２年度の大分県農林水産祭は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止の観点から計画
の見直しが必要として、実行委員会による書
面議決が行われた。この結果、10月10日
（土）、11日（日）の両日、別府公園会場で農
林部門、水産部門を合同で開催することが決
まった。亀川会場は会場が狭く「三つの密」
の回避が困難とされた。亀川会場の水産振
興祭は昨年も台風の影響で開催を見合わせ
ており、２年連続での中止となる。
　別府公園会場の都合で活魚の販売はでき
ず、出展者数が限られるため各支店、女性
部、青年部のみの出店となる見込み。

監　　事 日　　出
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大

エ

コ

バ

ッ
グ

を

受

け

取

る

組

合

員

赤潮に注意を！

県
議
会
第
２
回
定
例
会
　
水
産
関
係
一
般
質
問
の
要
旨

学校給食にブランド水産物を

購
買
レ
ジ
袋
を
廃
止

組
合
員
に
エ
コ
バ

ッ
グ
を
配
布
へ

編
集
後
記

　
県
議
会
は
６
月
２
２
日
か
ら
２
４
日
の
３
日
間
一
般
質
問

を
行

っ
た

。
自
民
党
の
大
友
栄
二

（
中
津
市

）
、
清
田
哲
也

（
佐
伯
市

）
、
県
民
ク
ラ
ブ
の
馬
場
林

（
中
津
市

）
の
３
氏

が
水
産
業
に
つ
い
て
質
問
し
た

。
要
旨
は
次
の
通
り

。

　
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
削
減
を

目
的
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
省
令
が
改
正
さ
れ

、
７
月
か
ら

全
小
売
店
で
レ
ジ
袋
が
有
料
化
さ

れ
た

。
大
分
県
漁
協
は
支
店
長
会

議
や
部
課
長
会
議
で
の
検
討
を
経

て

、
レ
ジ
袋
の
完
全
廃
止
と
購
買

事
業
を
利
用
す
る
組
合
員
へ
の
エ

コ
バ

ッ
グ
配
布
を
決
め
た

。

　
ご
み
と
し
て
海
に
流
れ
込
ん
だ

レ
ジ
袋
な
ど
が
砕
か
れ
て
で
き
る

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
地
球

規
模
の
海
洋
汚
染
を
引
き
起
こ
せ

ば

、
漁
業
者
に
も
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

。
こ

の
た
め

、
あ
え
て
有
料
化
で
は
な

く

、
組
合
員
自
ら
が
脱
プ
ラ
ス

チ

ッ
ク
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う

と
す
る
取
組

。
エ
コ
バ

ッ
グ
の
積

極
的
な
利
用
を
呼
び
掛
け
た
い

。

【
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
・
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

】

　
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
を
廃
棄
し
た
ご

み

。
不
法
投
棄
や
埋
立
な
ど
で
海
に
大
量

に
流
入
し
て
い
る

。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ

ッ
ク
は
大
き
さ
が
５
ミ
リ
以
下
の
微
細

な
も
の
で

、
レ
ジ
袋
な
ど
が
海
を
漂
う
間

に
細
か
く
砕
か
れ
た
も
の

。
漂
流
中
に
有

害
物
質
を
吸
着
し
た
場
合

、
食
物
連
鎖
で

生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

。

は
厳
し
い
状
況
に
陥

っ
た

。
こ
の

た
め

、
佐
伯
市
や
県
は

、
ブ
ラ
ン

ド
水
産
物
を
学
校
給
食
に
提
供

し

、
消
費
の
拡
大

、
魚
食
の
普
及

を
図
る
取
組
を
始
め
た

。

　
佐
伯
市
は
日
本
一
の
養
殖
ヒ
ラ

メ
の
産
地

。
県
の
生
産
量
６
４
７

ト
ン

（
１
８
年

）
の
ほ
ぼ
全
量
を

占
め
て
い
る

。
需
要
の
減
少
で
大

量
の
在
庫
を
抱
え
る
養
殖
業
者
へ

の
支
援
策
と
し
て

、
県
漁
協
は
市

か
ら
約
１
万
４
千
尾
の
ヒ
ラ
メ
の

購
入

、
食
材
へ
の
加
工

、
給
食
セ

ン
タ
ー
へ
の
供
給
を
委
託
さ
れ

た

。
７
月
か
ら
年
度
末
に
か
け
月

に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
養
殖
ヒ
ラ
メ

の
メ
ニ

ュ
ー
が
登
場
す
る

。

　
同
様
に
県
か
ら
も
支
援
を
受

け

、
県
下
の
学
校
給
食

（
１
日
１

０
万
食

）
の
食
材
と
し
て

、
関
あ

じ
フ
ラ
イ

、
ブ
リ
切
り
身

、
ヒ
ラ

　
大
分
県
は
全
国
で
も
有

数
の
ブ
ラ
ン
ド
水
産
物
を

有
し
て
い
る

。
と
こ
ろ

が

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
外
食
向

け
の
中
高
級
食
材
の
消
費

が
落
ち
込
み

、
水
産
業
界

メ
切
り
身
を
提
供
す
る
こ
と
と
し

て
い
る

。
９
月
の
開
始
に
向
け

、

県
学
校
給
食
会
を
通
じ
て
県
内
の

給
食
セ
ン
タ
ー
に
希
望
を
聴
い
て

い
る

。

（写真提供：佐伯市水産課）

水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て

質
問
・
馬
場
議
員

　
本
県
の
水
産
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け

、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か

。

答
弁
・
広
瀬
知
事

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
冷
え
込

ん
だ
消
費
を
喚
起
す
る
た
め

、
緊

急
対
策
に
よ
り
水
産
物
の
消
費
拡

大
を
進
め
る

。
量
販
店
等
で
購
入

応
援
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
外

食
向
け
食
材
の
購
入
機
会
を
増
や

し

、
学
校
給
食
で
も
養
殖
ヒ
ラ

メ

、
関
あ
じ

、
ハ
モ
等
の
利
用
促

進
を
図
る

。
成
長
産
業
化
に
向
け

加
工
流
通
体
制
の
整
備
を
進
め

、

県
産
魚
の
商
品
力
強
化

、
国
内
外

へ
の
販
路
開
拓
に
取
り
組
む

。
商

品
力
強
化
で
は

、

「
ひ
が
た
美

人

」
の
鮮
度
を
保
つ
凍
結

、
稼
働

を
始
め
た
県
漁
協
ハ
モ
加
工
施
設

の
新
商
品
開
発
な
ど
産
地
で
の
加

工
体
制
の
強
化
を
進
め
る

。
販
路

開
拓
で
は
関
東
圏
で

「
お
お
い
た

の
魚
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
量
販

店

」
と
の
連
携
強
化
に
よ
り

、
県

産
魚
を
常
設
・
通
年
販
売
す
る

。

輸
出
で
は
北
米
に
加
え
巨
大
な
中

国
の
市
場
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
む
た

め

、

「
お
お
い
た
農
林
水
産
物
輸

出
サ
ポ
ー
タ
ー

」
等
と
の
連
携
を

強
化
し
販
路
拡
大
を
進
め
る

。

　大分県農林水産研究指導センター水産研究部は８
月６日に緊急赤潮情報及びマグロ類における緊急赤
潮情報を発表し、魚介類の管理に十分注意するよう
呼び掛けている。
【緊急赤潮情報】
発生場所　　　　　猪串湾
プランクトン種類　ヘテロシグマ・アカシオ
最高細胞密度      ５,０００細胞／ml
発生期間          令和２年８月６日～
・ヘテロシグマ・アカシオの注意点
　　警戒密度：50,000細胞／ml
　　注意密度： 5,000細胞／ml
　　魚介類に斃死を及ぼす有害な赤潮プランクトン、
　　特にシマアジに有害
　　鉛直運動をするため、午前中に海色が良くても午
　　後から着色し被害を発生することがある
　　パッチ状になった赤潮は潮流や風の影響で移動
　　し、養殖・蓄養中の魚介類に被害を及ぼすことが
　　ある
【マグロ類における緊急赤潮情報】
発生場所　　　　　佐伯湾（鶴見振興局裏・表層、
　　　　　　　　　　　　　　　　沖松浦・表層）
プランクトン種類　ゴニオラックス・ポリグラマ
細胞密度　　      鶴見振興局裏　２,３００細胞／ml、
　　　　　　　　　　 沖松浦　１,３００細胞／ml
発生期間          令和２年８月６日～
・ゴニオラックス・ポリグラマの注意点
　　高密度になると低酸素状態を引き起こす可能性
　　があり、魚介類の管理に注意が必要
　　午前中に海色が良くても午後から着色することが
　　ある
　　パッチ状になった赤潮は潮流や風の影響で移動
　　する
○赤潮発生場所での対応
　　　　投餌は控える
　　　　赤潮海域に魚介類を入れない
　　　　赤潮海域から魚介類を避難する
　　　　蓄養は控える
（出典：水産研究部ＨＰ　https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/）

　
臼
杵
市
担
当
の
普
及
員
と
し
て

青
年
部
の
機
関
紙

「
し
お
か
ぜ

」

の
編
集
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
す

。
テ
ー
マ
を
決

め

、
文
章
を
書
き

、
写
真
を
選
び

ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
て
い
く

。
根
気

の
い
る
作
業
で
あ
る

。
作
業
中
に

日
航
機
墜
落
の
ニ

ュ
ー
ス
が
流
れ

た
こ
と
も
あ
る

。
広
報
部
員
は
御

巣
鷹
山
の
惨
状
を
映
す
テ
レ
ビ
に

釘
付
け
と
な

っ
た

。
あ
れ
か
ら

き

ょ
う
で
３
５
年

、
漁
協
と
市
と

県
の
職
員
は
す
で
に
定
年
退
職
と

な
り

、
青
年
部
員
は
運
営
委
員
長

と
な

っ
た

。
時
の
た
つ
の
は
早
い

が

、
私
に
は
再
び
編
集
作
業
が
め

ぐ

っ
て
き
た

。

　
コ
ロ
ナ
の
第
二
波
は

、
若
者
の

ク
ラ
ス
タ
ー
を
引
き
起
こ
し
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る

。
そ
ん
な
中
で

も

「
別
府
エ
ー
ル
飯

」
な
ど
前
向

き
で
先
進
的
な
取
組
に
は
感
心
す

る

。
外
食
需
要
が
下
が
る
の
な
ら

内
食
に
し
な
や
か
に
対
応
す
る
な

ど

、
県
産
水
産
物
の
消
費
を
喚
起

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
過
去
の

夢
を
見
て
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ブ
ル
に

な
ら
な
い
よ
う

、
協
同
組
合
も
知

恵
の
絞
り
ど
こ
ろ
だ
ろ
う

。

　
す

っ
か
り
と
忘
れ
て
い
た
編
集

で
発
行
が
遅
く
な

っ
た
こ
と
を
お

詫
び
し
ま
す

。

プ
レ
ジ

ャ
ー

ボ
ー

ト
等
の
漁
港
利

用
に
つ
い
て

質
問
・
大
友
議
員

　
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
普
及

に
当
た
り

、
漁
港
で
の
利
用
に
関

し
漁
業
従
事
者
と
の
共
存
を
図
る

た
め
の
取
組
は

。

答
弁
・
大
友
農
林
水
産
部
長

　
昨
年
７
月
に
漁
港
管
理
条
例
を

改
正
し

、
プ
レ
ジ

ャ
ー
ボ
ー
ト
等

を
漁
協
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
県

が
指
定
す
る
許
可
施
設
に
係
留
さ

せ

、
漁
港
内
の
秩
序
を
維
持
し
放

置
艇
の
発
生
を
防
止
し
て
い
る

。

許
可
施
設
に
は
必
要
な
水
準
を
満

た
し
た
係
留
環
等
の
整
備
が
完
了

し
て
い
る

。
漁
港
利
用
の
心
得
な

ど
を
漁
業
従
事
者
と
プ
レ
ジ

ャ
ー

ボ
ー
ト
等
所
有
者
の
双
方
に
理
解

し
て
い
た
だ
き

、
漁
港
の
円
滑
な

利
用
に
努
め
て
い
く

。

水
産
資
源
の
確
保
に
つ
い
て

質
問
・
清
田
議
員

　
天
然
水
産
資
源
の
更
な
る
増

加

、
確
保
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の

取
組
や
今
後
の
対
策
は

。

答
弁
・
大
友
農
林
水
産
部
長

　
種
苗
放
流
と
資
源
管
理
の
両
面

か
ら

、
漁
業
者
の
自
主
的
な
取
り

組
み
に
支
援
し
て
き
た

。
佐
伯
市

の
ク
ル
マ
エ
ビ
は
放
流
後
の
保

護

、
禁
漁
等
の
取
組
に
対
し
て
種

苗
放
流
経
費
を
１
０
０
％
上
乗
せ

支
援
す
る
こ
と
で
昨
年
度
の
漁
獲

量
が
前
年
の
２
倍
に
増
加
し
た

。

今
年
度
か
ら
産
卵
期
の
休
漁
等
の

取
組
を
更
に
強
化
す
る
漁
業
者
に

は
種
苗
の
上
乗
せ
支
援
を
最
大
１

３
０
％
ま
で
引
き
上
げ
る

。
加
え

て
漁
業
者
の
藻
場
保
全
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
増
殖
礁
な
ど
漁

場
整
備
を
進
め

、
稚
魚

、
幼
魚
の

生
育
環
境
を
整
備
す
る

。


